
（2）介護保険制度の着実な実施
介護保険制度については、平成12年4月に施

行されてから10年を経過したところであるが、
介護サービスの利用者数はスタート時の2倍を
超えるなど、高齢期の暮らしを支える社会保障
制度の中核として確実に機能しており、少子高
齢社会の日本において必要不可欠な制度となっ
ているといえる（表2－3－8）。
17年に行われた介護保険制度の改正において

は、予防重視型システムへの転換、施設入所者
の居住費・食費の見直し、新たなサービス体系
の確立、サービスの質の向上等を内容とした「介
護保険法等の一部を改正する法律」（平成17年
法律第77号）が18年4月から施行（一部を除く。）
された。
また、一部の広域的な介護サービス事業者に

よる悪質かつ組織的な不正事案が発生したこと
を受けて、このような不正事案を防止し、介護事
業運営の適正化を図るため、介護サービス事業
者に対する規制の在り方について見直すことを
内容とした「介護保険法及び老人福祉法の一部
を改正する法律」（平成20年法律第42号）が20
年5月に成立し、21年5月から施行された。
さらに、近年の介護サービスを巡っては、介護
従事者の離職率が高く、人材確保が困難である
といった状況にあるため、第169回国会で「介護
従事者等の人材確保のための介護従事者の処遇
改善に関する法律」（平成20年法律第44号）が

さらに、自然環境との触れ合いの中での健康
づくりに配慮した水辺空間の整備など、河川管
理上必要な施設の整備等を推進している。
そのほかに、高齢者の健康づくりの場として

の森林の利用を推進するため、健康づくりに資
する森林の整備を推進するとともに、森林体験
活動の場となる実習林や体験施設などの整備等
を実施した。国立公園においては、主要な利用施
設であるビジターセンター、園路、公衆トイレ等
についてバリアフリー化を推進するなど、高齢
者にも配慮した自然とのふれあいの場の整備を
実施した。都市公園においては、広く健康づくり
の様々な活動が行われるよう高齢者等にも配慮
した整備を推進している。

ウ　介護予防の推進
要介護状態等になることを予防し、要介護状

態等になった場合でもできるだけ地域において
自立した日常生活を営むことができるよう支援
するため、地域支援事業を推進するとともに、
日常生活圏域で高齢者の生活の継続性が確保で
きるように、既存の老人福祉センター等の改修
等、介護予防サービス提供のための拠点整備を
行った。
また、より効果的・効率的な介護予防事業の
実施方法やプログラムの内容について検討する
ためのモデル事業を市町村で実施した。

表2－3－8 介護サービス利用者と介護給付費の推移

利用者数 介護給付費
平成12年4月 平成15年4月 平成18年4月 平成20年4月 平成21年4月 平成22年4月 平成12年4月 平成15年4月 平成18年4月 平成20年4月 平成21年4月 平成22年4月

居宅（介護予防）サービス 97万人 201万人 255万人 269万人 278万人 289万人 618億円 1,825億円 2,144億円 2,469億円 2,655億円 2,678億円
地域密着型（介護予防）サービス ー ー 14万人 21万人 23万人 25万人 ー ー 283億円 401億円 445億円 460億円
施設サービス 52万人 72万人 79万人 83万人 83万人 84万人 1,571億円 2,140億円 1,985億円 2,079億円 2,141億円 2,047億円

合 計 149万人 274万人 348万人 372万人 384万人 398万人 2,190億円 3,965億円 4,411億円 4,949億円 5,241億円 5,185億円

資料：厚生労働省「介護保険事業状況報告」
（注）端数処理の関係で、合計の数字と内訳数が一致しない場合がある。

地域密着型（介護予防）サービスは、平成17年の介護保険制度改正に伴って創設された。
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成21年度に措置した取組を着実に実施するとと
もに、介護関係業務未経験者を雇い入れた場合
の助成など雇用管理改善に取り組む事業主への
支援に取り組んだ。さらに、人材の参入促進を図
る観点から、介護に関する専門的な技能を身に
つけられるようにするための離職者訓練の充実
を図るとともに、全国の主要なハローワークに
設置する「福祉人材コーナー」において、きめ細
かな職業相談・職業紹介、求人者への助言・指
導等を実施したことに加え、他産業からの離職
を余儀なくされた非正規労働者等が多数利用す
るハローワークにおいても、介護に関する情報
提供及び「福祉人材コーナー」への誘導等の支
援を実施した。
また、高齢者が住み慣れた地域で生活を続け
ていくことができるよう、①総合相談支援、②虐
待の早期発見・防止などの権利擁護、③包括
的・継続的ケアマネジメント支援、④介護予防
ケアマネジメントといった機能を担う地域の中
核機関として、平成18年4月以降、地域包括支
援センターの設置を進めており、22年4月末時
点で4,065カ所と、全ての市町村において設置さ
れている。

イ　介護サービスの質の向上
介護保険制度の運営の要である介護支援専門

員（ケアマネジャー）の資質の向上を図るため、
引き続き、実務研修及び現任者に対する研修を
体系的に実施する。また、地域包括支援センター
において、介護支援専門員に対する指導助言や
関係機関との連絡調整等を行い、地域のケアマ
ネジメント機能の向上を図っている。
ユニットケアを行う施設において、その整備

の促進及び施設の特徴をいかした適切なサービ
スの提供を確保するため、平成21年度に引き続
き、施設管理者研修及びユニットリーダー（18

成立したところである。こうした状況を踏まえ、
21年4月にプラス3.0％の介護報酬改定を行い、
さらに、21年度第一次補正予算において、介護
職員（常勤換算）1人当たり平均月額1.5万円の
賃金引き上げに相当する介護職員処遇改善交付
金を創設した。平成22年度においても同交付金
の活用等により引き続き介護従事者の処遇改善
を図った。
22年11月30日には、社会保障審議会介護保

険部会において、平成24年度から始まる第5期
介護保険事業計画に向けて、「地域包括ケア」の
確立を内容とした「介護保険制度の見直しに関
する意見」がとりまとめられた。これらを踏まえ、
高齢者が可能な限り住み慣れた地域でその有す
る能力に応じ自立した日常生活を営むことがで
きるよう、定期巡回・随時対応型訪問介護看護
等の新たなサービス類型の創設、保険料率の増
加の抑制のための財政安定化基金の取崩し、介
護福祉士等による喀痰吸引等の実施等の措置を
講ずることを盛り込んだ「介護サービスの基盤
強化のための介護保険法等の一部を改正する法
律案」を平成23年3月11日に閣議決定し、4月5
日に第177回国会に提出したところ。

（3）介護サービスの充実
ア　必要な介護サービスの確保
身近な日常生活圏域で介護予防から介護サー

ビスの利用に至るまでの必要なサービス基盤を
整備するため、「地域介護・福祉空間整備等施設
整備交付金」及び「介護基盤緊急整備等臨時特
例基金」により、将来必要となる介護施設や地域
介護拠点を緊急に整備するとともに、市町村が
地域の実情に合わせて裁量や自主性・創意工夫
をいかせるような介護・福祉サービスの基盤整
備を支援している。
また、福祉・介護人材の確保については、平
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